
学 力 の 基 礎 を

き た え ど の 子 も

伸 ば す 研 究 会

8 月 4 日 ・ 5 日

エ ル お お さ か

「確 か な 学 力 と平 和 な 未 来 をす べ て の 子 ど も た ち に 」
 記 念 講 演 　 森 川 正 樹 氏 「 教 師 の 働 き 方 革 命 ～ 授 業 力

向 上 の た め の 1 0箇 条 ～ 」

参 加 費 6 0 0 0 円

h t t p :/ / g a k u r yo k u .in fo /

学 校 体 育 研 究 同 志 会
8 月 4 日 ～ 6日
滋 賀 県 近 江 市

「す べ て の 子 ど も た ち に 豊 か な 運 動 文 化 と 生 き る 力 を
～ 「 と も に 」生 き る 体 育 ・ 健 康 教 育 実 践 の 創 造 ～ 」

参 加 費  3 日 間 9 0 0 0 円
           2 日 間 7 0 0 0 円

h t t p :/ / t a ii k u -
do s h ik a i.o r g

日 本 作 文 の 会
8 月 3 日 ～ 5日

福 岡 市

「 す べ て の 子 ど も に 根 ざ した 表 現 と 生 き る 力 を 」
記 念 講 演 ： 木 坂 涼 氏 （ 詩 人 ）

「 言 葉 の 海 で ど ん ぶ ら こ 」

参 加 費 5 0 0 0 円
℡ ０ ３ － ３ ８ １ ２ － １ ４ ９ ３

ﾒ ｰ ﾙ ： s ak u b u n @ n if t y .c o m

文 芸 教 育 研 究 協 議 会

8 月 4 日 ・ 5 日

　 神 奈 川 学 園
精 華 小 学 校

「 も の の 見 方 ・ 考 え 方 を 育 て る 国 語 教 育 － 美 と 真 実 を

求 め て 」 　 記 念 講 演 ： 落 合 恵 子 氏 　 　 記 念 コ ン サ ー ト ：
工 藤 直 子 × 新 沢 と し ひ こ （ ｼ ﾝ ｶ ﾞｰ ｿ ﾝ ｸ ﾞﾗ ｲ ﾀ ｰ ） な ど

参 加 費 6 0 0 0 円

℡ ０ ９ ０ - ３ ０ ６ ３ - ６ ６ ６ ７
申 込 ：文 芸 研 Ｈ Ｐ か ら

音 楽 教 育 の 会

8 月 3 日 ～ 5日
仙 台 市

若 林 体 育 館

「 音 楽 で 育 つ － 生 活 の 中 に 歌 と リ ズ ム で い っ ぱ い 」
共 同 研 究 者 ： 志 村 泉 （ ピ ア ニ ス ト ）

参 加 費 7 5 0 0 円
℡ ０ ２ ２ － ２ ４ ９ － ７ ９ ７ １

教 育 科 学 研 究 会
8 月 1 0 日 ～ 1 2 日
川 崎 市 法 政 第 二 中

高 等 学 校

「子 ど も の し あ わ せ  お と な も し あ わ せ ～ い い 教 育 っ て
な ん だ ろ う ？ ～ 」 　 講 演 ：望 月 衣 塑 子 氏 　　 教 育 フ ォ ー
ラ ム ：学 力 と 教 育 課 程 、 教 師 の 働 き 方 、 貧 困 と 子 ど も

若 者 、憲 法 「 改 正 」 と教 育 　な ど

参 加 費 5 0 0 0 円
℡ ０ ３ － ３ ２ ３ ５ － ０ ６ ２ ２
(火 ・ 金 　 1 3  ～ 1 7 時 )

全 国 障 害 者 問 題

研 究 会

8 月 4 日 ・ 5 日
ウ エ ス タ 川 越 、
川 越 市 中 心

「わ た し の ね が い  み ん な の ね が い  だ れ も が い の ち か
が や く未 来 へ 」 　 　記 念 講 演 ：新 井 た か ね 氏 「 学 び あ い
育 ち あ う 仲 間 は  か け が え の な い 財 （ た か ら ） 」 　 な ど

参 加 費 6 0 0 0 円
℡ ０ ３ － ５ ２ ８ ５ － ２ ６ ０ １

日 本 民 教 連     ２ ０ １ ８ 年    夏 季   全 国 集 会

一
般
的
に
「
自
宅
研
修
」

と
か
「
宅
研
」
と
呼
ば
れ
た

制
度
で
す
が
、
教
育
公
務
員

特
例
法
第
22
条(

制
定
時
は

20
条
）
で
は
、
「
勤
務
場
所

を
離
れ
て
の
研
修
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

本
属
長
（
校
長
）
の
承
認
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
教
委
や

校
長
は
「
承
認
研
修
」
と
呼

び
か
え
ま
し
た
が
、
制
度
が

変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

現
に
府
教
委
通
達
で
も

「
自
宅
に
お
け
る
研
修
」
の

承
認
を
明
記
し
て
い
ま
す
か

ら
、
当
然
「
自
宅
研
修
」
は

存
在
し
ま
す
。

府
教
委
通
達
で
も
、
研
修

内
容
は
「
特
例
法
の
趣
旨
に

沿
っ
た
必
要
か
つ
相
当
と
認

め
ら
れ
る
研
修
」
と
さ
れ
、

「
個
人
で
行
う
自
主
研
修
」

「
自
主
的
な
研
究
会
」
等
を

含
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
教
組
と
の

間
で
も
「
そ
の
内
容
は
幅
広

い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
「
研
修
届
」
で
分

類
さ
れ
る
「
教
科
指
導
」

「
校
務
分
掌
」
「
そ
の
他

（
教
員
と
し
て
の
教
養
を
深

め
る
も
の
）
」
に
合
致
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
校
長
は
承

認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
承
認
・
不
承
認
と
い
っ

た
校
長
裁
量
に
よ
る
判
断
」

が
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。手

続
き
に
必
要
な
書
類

（
計
画
書
・
承
認
願
・
報

告
書
）
に
つ
い
て
は
、
地

教
委
ま
た
は
校
長
会
と
職

員
団
体
（
泉
北
教
組
な
ど
）

が
協
議
し
た
書
式
を
参
考

に
、
各
学
校
が
決
定
し
て

い
ま
す
。

「
研
修
権
」
の
問
題
は
、

勤
務
労
働
条
件
に
関
わ
る

問
題
で
す
か
ら
、
労
使
の

協
議
事
項
と
な
り
ま
す
。

こ
の
確
認
に
反
す
る
問

題
が
生
じ
た
ら
、

泉
北
教
組
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

№２１１４ 泉北教育 ２０１８年７月２日 （２）

泉 北教 組に加 入し て子ど もと教 育を 守ろう ！

教育公務員特例法（教特法）抜粋
第21条

１ 教育公務員は、その職責を遂行するた

めに、絶えず研究と修養に努めなければな

らない。

２ 教育公務員の任命権者は、教育公務員

の研修について、それに要する施設、研修

を奨励するための方途その他研修に関する

計画を樹立し、その実施に努めなければな

らない。

第22条

１ 教育公務員には、研修を受ける機会が

与えられなければならない。

２ 教員は、授業に支障のない限り、本属

長の承認を受けて、勤務場所を離れて研修

を行うことができる。

３ 教育公務員は、任免権者の定めるとこ

ろにより、現職のままで、長期にわたる研

修を受けることができる。


